
総数5頁の1頁

証明書番号2X-XXXX

依頼者名 ユニパルス株式会社
依頼者住所 埼玉県越谷市千間台西1-3

校正事業者名 ユニパルス株式会社　JCSS校正室
校正実施場所 埼玉県越谷市千間台西1-3

計量器名 トルクメータ
(1)トルク変換器

製造者名 ユニパルス株式会社
型式及び容量 UTS-100Nm (定格容量：100 N m)
器物番号 XXXXXX

　(2)指示計器
製造者名 ユニパルス株式会社
型式 FS2000-X7
器物番号 XXXXXXX

校正方法 JMIF015 (TTSG-T102) による
校正実施条件 2頁のとおり
校正結果 3～5頁のとおり
受付年月日
校正年月日

以上に相違ないことを証明する

発行日

校正証明書発行責任者
埼玉県越谷市千間台西1-3

ユニパルス株式会社  JCSS校正室

室長 嶋本　篤

・

・
・
・
・

・

校 正 証 明 書

この証明書は、計量法第 144条（第1項）に基づくものであり、特定標準器（国家標準）にトレーサブルな
標準器により校正した結果を示すものである。

認定シンボルは、校正した結果の国家標準へのトレーサビリティの証拠である。
発行機関の書面による承認なしにこの証明書の一部分のみを複製して用いることは禁じられている。
当JCSS校正室は、 ISO/IEC 17025 :2017 に適合している。
この証明書は、ILAC（国際試験所認定協力機構）及び APAC（アジア太平洋認定協力機構）の MRA
（相互承認）に加盟している IAJapan に認定された校正機関によって発行されている。

20XX年XX月XX日
20XX年XX月XX日

20XX年XX月XX日

この校正結果は ILAC/APAC の MRA を通じて、国際的に受け入れ可能である。

(文章番号 CQM-104A05-04)
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総数5頁の2頁

証明書番号2X-XXXX

校正実施条件

1) トルクメータの校正は、下記のトルク校正装置によって実施した。
2) トルク変換器の各設置方向における予備負荷の回数は 3回であった。

但し、設置変更が 20分以内に終了した次の設置方向での予備負荷は 1回とした。
3) 校正は 0°、 120°、及び 240°に設置を変えた 3方向について、左ねじりと右ねじりそれぞれ

実施した。
4) 予備負荷及び各負荷サイクル間の保持時間は 120秒であった。
5) トルクメータの指示値の読取は、負荷が校正トルクに達してから 30秒後に行った。
6) 設置方向 0°ではトルクの増加及び減少方向について 1回、増加方向について 1回の負荷を行った。

設置方向 120°及び 240°ではトルクの増加及び減少方向について 1回の負荷を行った。
7) 指示計器自身のディジタル分解能は 0.000001 mV/V であった。
8) 指示計器のローパスフィルタの設定は 2 Hzであった。
9) トルク変換器への励起電圧は、10 V であった。
10) トルク変換器と指示計器の接続ケーブルは 6線式で、その長さは 5 m であった。
11) トルク変換器及び指示計器は、試験を始める 1時間前から全ての測定が終了するまで

連続した通電が行われた。
12) 校正を実施したときのトルク校正室の温度、気圧及び相対湿度は各々下記のとおりであった。

温度： °C ～ °C
気圧：  hPa ～  hPa
相対湿度： ～

13) IAJapan が発行した JCG23001 と JCG23002 の資料に基づいて計算した校正室の重力加速度は、
下記のとおりであった。
重力加速度：  m/s2

14) トルク校正装置に取付ける前とトルク校正装置から取外した後のトルク変換器の無負荷時の
指示値は、下記のとおりであった。
取付け前：  mV/V
取外し後：  mV/V

校正に使用した実用標準器

実用標準器
トルク校正装置
UTC-100Nm（定格容量：100 N m）
D030000
右ねじり/左ねじり

トルク校正装置が実現するトルクの相対拡張不確かさ

上記の相対拡張不確かさは信頼の水準約95％に相当し、相対合成標準
不確かさに包含係数 k  = 2を乗じて求めたものである。

22.3 23.1
1007.3 1008.5

50.5  % 65.0  %

9.798483

-0.069361
-0.069415

名称
型式及び定格容量
器物番号
トルクの方向

トルクの範囲 相対拡張不確かさ U tcm (k = 2)

10 N m～100 N m 0.0095%

(文章番号 CQM-104A05-04)
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総数5頁の3頁

証明書番号2X-XXXX

■ 校正結果

トルクメータの測定値（内挿校正式による値）及び校正の相対拡張不確かさ

注1 U 2 =U 2
tra+U 2

tcm

下記の範囲における相対拡張不確かさ U の最大値と等級分類

相対拡張不確かさ U (k  = 2) の最大値 等級（参考）

・

・

・

・

左ねじり
(3次式)

設定値 T
/N m

測定値 S'
/(mV/V)

校正の相対拡張不確かさ U (k = 2) 注1

増減含む, ％
----- ----- -----
----- ----- -----
----- ----- -----
----- ----- -----
----- ----- -----
----- ----- -----
----- ----- -----
----- ----- -----

-1.179204 0.014-100
-0.943303 0.014
-0.707438 0.014

-80
-60

-0.589516 0.016
-0.471602 0.018

-50
-40

-10
0

-0.353694 0.020
-0.235791 0.020

-30
-20

0.235791 0.020

-0.117894 0.021
----- -----

0.353691 0.019
0.471596 0.01740

右ねじり
(3次式)

----- -----
0.117895 0.020

0.589506 0.016
0.707423 0.014

50
60

0.943279 0.014
1.179168 0.014

80
100
----- ----- -----
----- ----- -----
----- ----- -----
----- ----- -----
----- ----- -----
----- ----- -----
----- ----- -----
----- ----- -----

トルクの範囲, N m

左ねじり: -100 N m ～ -10 N m

N m ～ 100 N m 0.020
0.021 0.05

0.05右ねじり: 10

上記の相対拡張不確かさは信頼の水準約 95％に相当し、相対合成標準不確かさに包含係数 k =2を乗
じて求めたものである。

測定データを元に作成された 4頁の内挿校正式は、上記のトルクの範囲内（-100 N m ～ -10 N m、＋
10 N m ～ ＋100 N m）で内挿推定される全てのトルクに適用できる。

校正結果は、内挿校正式により求めた増加時の測定値である。また、校正結果の不確かさは、トルクメー
タ校正装置の実現トルクの不確かさとトルクメータに起因する要因の設置を変えた場合の再現性、設置を
変えない場合の繰り返し性、測定値と内挿校正式で求めた値の偏差、各サイクルの始まりと終わりの零点
誤差、ヒステリシス（往復誤差）ならびに各負荷ステップにおける指示計器の分解能によって評価した。

等級判定はJMIF015 (TTSG-103) の基準に従って行った。等級判定には、減少の測定データを使用し
計算した零点誤差、ヒステリシスを含めて行った。

(文章番号 CQM-104A05-04)
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総数5頁の4頁

証明書番号2X-XXXX

■ 内挿校正式

トルク (T / N m) から測定値 (S' / (mV/V)) を算出

測定値 (S' / (mV/V)) からトルク (T / N m) を算出

S'  =A 0+A 1・T +A 2・T 2+A 3・T 3

左ねじり A 0 A 1 A 2 A 3

1.1789113E-02 -1.8688055E-08 1.0507102E-10

減少 ----- ----- ----- -----

右ねじり A 0 A 1 A 2 A 3

3次式
増加 -8.0183239E-07

3.1058719E-06 1.1789017E-02 1.5612347E-08 1.0702864E-10

減少 ----- ----- ----- -----

T = B 0+B 1・S' +B 2・S' 2+B 3・S' 3

左ねじり B 0 B 1 B 2 B 3

3次式
増加

8.4824027E+01 1.1418883E-02 -5.4223353E-03

減少 ----- ----- ----- -----

右ねじり B 0 B 1 B 2 B 3

3次式
増加 6.8414696E-05

3次式
増加 -2.6384503E-04 8.4824718E+01 -9.5411611E-03 -5.5258932E-03

減少 ----- ----- ----- -----

(文章番号 CQM-104A05-04)
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総数5頁の5頁

証明書番号2X-XXXX

■ 諸特性(参考)

注1 b は設置を変えた場合の再現性を表す。
注2 b' は設置を変えない場合の繰り返し性を表す。
注3 f a は3次式の内挿校正式で計算した値と測定平均値との相対偏差を表す。

注4 f 0 は零点誤差を表す。

注5 h はヒステリシス(往復誤差)を表す。
注6 r は指示計器と組み合わせた場合の分解能を表す。
注7 bl は、レバー長さを変えた場合の再現性を表す。
注8 等級判定は JMIF015 (TTSG-T103) の基準に従って行った。

また、等級判定は零点誤差、ヒステリシスを含めて行った。
注9 u c_tra は、3次の内挿校正式を使用した場合のトルクメータに起因する相対合成標準不確かさを表す。

以 上

設定値 T
/N m

b
/%

b'
/%

f a(3rd)

/%

f 0

/%
h
/%

bl
/%

r
/N m

u c_tra

/%
等級

左ねじり

----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- -----

----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- -----

----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- -----

----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- -----

----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- -----

----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- -----

----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- -----

----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- -----

-100.0 0.0015 0.0005 0.0000 ----- 0.0000 ----- 0.00030 0.002 0.05

-80.0 0.0015 0.0001 0.0001 ----- 0.0047 ----- 0.00030 0.003 0.05

-60.0 0.0016 0.0001 -0.0001 ----- 0.0086 ----- 0.00030 0.005 0.05

-50.0 0.0015 0.0003 0.0001 ----- 0.0112 ----- 0.00030 0.007 0.05

-40.0 0.0014 0.0006 -0.0003 ----- 0.0127 ----- 0.00030 0.008 0.05

-30.0 0.0019 0.0003 0.0004 ----- 0.0153 ----- 0.00030 0.009 0.05

-20.0 0.0019 0.0004 0.0000 ----- 0.0150 ----- 0.00030 0.009 0.05

-10.0 0.0013 0.0017 -0.0002 ----- 0.0153 ----- 0.00030 0.009 0.05

0.0 ----- ----- ----- 0.0003 ----- ----- ----- ----- -----

右ねじり

0.0 ----- ----- ----- 0.0005 ----- ----- ----- ----- -----

10.0 0.0005 0.0017 -0.0002 ----- 0.0144 ----- 0.00025 0.009 0.05

20.0 0.0017 0.0013 0.0002 ----- 0.0146 ----- 0.00025 0.009 0.05

30.0 0.0009 0.0017 -0.0001 ----- 0.0140 ----- 0.00025 0.008 0.05

40.0 0.0008 0.0011 0.0001 ----- 0.0122 ----- 0.00025 0.007 0.05

50.0 0.0009 0.0010 -0.0001 ----- 0.0107 ----- 0.00025 0.006 0.05

60.0 0.0011 0.0017 -0.0001 ----- 0.0086 ----- 0.00025 0.005 0.05

80.0 0.0012 0.0014 0.0001 ----- 0.0044 ----- 0.00025 0.003 0.05

100.0 0.0011 0.0012 0.0000 ----- 0.0000 ----- 0.00025 0.001 0.05

----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- -----

----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- -----

----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- -----

----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- -----

----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- -----

----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- -----

----- ----- ----- ----- -----

----- ----- -----

(文章番号 CQM-104A05-04)

----- ----- ----- ----- -----

----- ----- ---------- ----- ----- -----

SAMPLE


